


















































































































































































































ています。また「ふたつ先の未来を。」「 Technology Magic Box」という２つの会社ロゴは、社内公募で選定
しました。仕事をするうえでとても大切だと思うことは、従来の価値観の延長線上から、新しい価値を創造
することです。新しい価値を創造することは大変です。しかしこうした発想に基づいて社員が努力をしてい
く、ブレイクスルーしていくということは、非常に大切かと思います。そしてもう１つ大切なことは、具現
化することですね。新しい価値を創造しても、なんのお金にもならない、何の人の役にも立たないものは意
味がありません。新しい価値を形にすることが重要です。次世代を見据え、環境と調和し、新技術を継続的
に創造していく。こうした発想がキーになっています。
企業価値の創造には人材育成が重要です。このため、英会話の先生を講師にして会話を訓練したり、様々
な通信教育を受講するといったシステムを作って、人材育成にはかなりお金をかけています。イベントや講
演会も行います。今年も4回やりますし、サッカースクールも行います。長岡２回、上越市１回、それから見
附市１回です。
長岡は川崎小学校と川西地区の小学校です。小学校を中心に大体毎回70名くらいの子達に対して、サッカ
ークラブのアルビレックス新潟のコーチを呼んでサッカースクールをします。この中から、優秀な選手が育
ってくれたらいいなと思っております。
佐藤社長：　残り時間があまりないのですが、もしなにかご質問がありましたら簡単にいくつかお受けしたいと思
います。いかがでしょうか。ご質問がある方がいらっしゃいましたら挙手にてお願いいたします。
伊吹先生：　学生からの質問が出にくいようですので、まず、教員の伊吹から質問させていただきます。長岡大学
の伊吹でございます。御社の戦略は、関連型の多角化だと思うんですね。カスタマイズの事業が沢山ある中
で、新しいネタを見つけて次の事業をやっていくというのが１つビジネスのスタイルです。
経済環境の変化が激しい中で、御社は株式を公開しておられますから、株主の圧力も激しくなります。技
術開発に多くの時間を割くことができない。先ほど社長は「資金を集めることで時間を短縮できる」とおっ
しゃいましたが、特に関連型の多角化戦略を採りながら技術開発をするときに、どうやって人を集めてくる
のかというコツみたいなのがありましたら是非お教えいただきたいのですが。
佐藤社長：　はい。先ず、私どもの会社は、時価総額で約350億円の会社です。発行済み株式総数は分割前５万株で
す。その半分を社長の私が持っております。新潟県の上場会社のなかでこれだけ社長が株を持っている会社
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はまずないと思います。まだまだ、売上高数十億円の会社ですが、たとえば６年後には1,000億円になって、
まず日本精機さんを超えたい、というような目標を持つとしますよね。「技術開発に関してシロウトである株
主さんにとやかく言ってほしくない」というわけではありませんが、現在の私どもの会社においては「やり
たいことをやれる環境」ではあります。技術部門の人材採用に関しては、理系の方を中心にリクルート活動
をやっております。先日２名採用の予定で製造社員の募集をしたら、130名の応募がありました。リクルート
関係は、結構順調な状況です。私は新潟県が大好きで、当社も新潟にこだわって活動しています。ですので、
当社の採用は、新潟の学生中心に採りたいと思っております。ここにいるみなさんも卒業するときは県外へ
行かないで、県内の会社に勤めてほしいと思います。
学生：　質問があります。この株式会社プロデュースさんは、ISOなどの取得は考えていらっしゃいますか？
佐藤社長：　オープンにしていないのですが、当社では ISO の取得は当たり前だと思っています。持っています。
７年前に取得しています。私は、企業として ISO 取得は当たり前だと思っていて、それを前面に出すという
ことは、非常に不自然だと思ってさえいます。当社はきちんとISOの基準にそってモノづくりをしています。
学生：　どうもありがとうございます。
学生：　質問です。私は長岡大学の留学生ですが、御社では留学生を採用したことがありますか？
佐藤社長：　当社は今後、グローバルに、ワールドワイドに展開しようと思っています。ですから、台湾の方、中
国の方、当社社員で在籍しております。また、留学生の方には、インターンシップというかたちで、長岡技
大さんなどの方を受け入れさせていただいております。
学生：　海外で子会社をつくったりしておられますか？
佐藤社長：　今はありません。連結会社をつくる前に、単体で大きくなりたいというビジョンをもっています。今
後の海外展開についてですが、３年間で海外売上利率を30％にしたいと思っています。今考えているのはド
イツ、アメリカ、中国、台湾、韓国への展開で、ローカルな企業と提携して現地のサポートをしていく形が
できればと考えております。
学生：　ありがとうございました。
佐藤社長：　ちなみに、私どもの企画開発本部長さんはみなさんの大学の先輩ですよ。34歳かな。何かあったら相
談にのってくれると思いますよ。それでは以上持ちまして、当社工場見学会を終了とさせていただきます。
みなさんお疲れ様でした。今後とも当社をよろしくお願いいたします。
桂　：　本日はお忙しい中、誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願い申し上げます。
付記　 株式会社プロデュース社様には、ご多忙の中、多数の学生の企業・工場見学会への受け入れおよび本報の
最終校正へのご協力と掲載許可をいただきました。ここに記して感謝の意を表します。
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桂ゼミナールⅢ学生：小島正輝、坂爪慎也、清水将史、広田一明、松野勝義、バヤンサン・バーサンジャブ
小島真由子、近藤麻奈美、渡辺雅美
